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社
会
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
７
月

12
日
か
ら
13
日
の
２
日
間
「
定
住
促
進

事
業
」
と
「
施
設
園
芸
事
業
」
の
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

１
日
目　

山
形
県
上
山
市

　
　
　

（
人
口

：

３
３
，
３
０
０
人
、

　
　
　
　

面
積

：

２
４
１
㎢
）

　

山
形
県
上
山
市
は
、
山
形
市
に
隣
接

し
て
い
て
、
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
毎
年
３
０
０
人
の
人
口
減
少

が
続
い
て
い
る
。
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
次
の
施
策
を
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

<

持
家
住
宅
建
設
等
補
助
金
の
補
助
対

象
と
し
て
は>

１
．
申
請
時
に
住
宅
取
得
又
は
建
設
に

着
手
し
て
い
な
い
方

２
．
住
宅
の
取
得
、
建
設
及
び
増
築
に

３
０
０
万
円
以
上
費
用
が
か
か
る
方

３
．
平
成
25
年
度
２
月
ま
で
に
住
宅
取

得
又
は
建
築
工
事
完
了
届
を
提
出
出

来
る
方

４
．
現
在
市
税
等
滞
納
の
無
い
方

<

補
助
内
容
は>

１
．
市
外
か
ら
住
宅
の
購
入
又
は
新
築

を
行
う
場
合
は
費
用
の
５
％
（
限
度

額
40
万
円
）

２
．
市
内
の
住
民
の
場
合
は
費
用
の

５
％
（
限
度
額
20
万
円
）

３
．
市
に
住
所
を
有
す
る
方
が
住
宅
の

増
築
を
行
う
場
合
は
一
律
10
万
円

４
．
市
内
建
設
業
者
に
施
工
工
事
す
る

場
合
は
上
記
補
助
金
に
一
律
20
万
円

加
算

　

そ
の
他
に
も
部
分
補
強
・
省
エ
ネ
対

策
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
県
産
材
木
材
利

用
に
は
10
％
（
限
度
額
20
万
円
）
な
ど

の
加
算
処
置
も
あ
る
。

　

ま
た
、
一
般
的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
も
５
％
（
限
度
額
10
万
円
）
や
耐
震

改
修
工
事
に
は
25
％（
限
度
額
60
万
円
）

の
補
助
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。　

　

２
日
目
の
７
月
13
日
は
、
宮
城
県
名

取
市
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
農

家
の
復
興
に
向
け
て
の
取
組
み
例
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

名
取
市
は
、
東
日
本
大
震
災
で
致
命

的
被
災
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
新
た
な
施

設
園
芸
事
業
「
な
と
り
フ
ー
ド
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
パ
ー
ク
」
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

家
も
田
畑
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
被

災
農
家
３
人
が
発
起
人
と
な
り
、
塩
害

の
田
ん
ぼ
の
葉
野
菜
を
生
産
す
る
一
棟

６
０
０
坪
の
ハ
ウ
ス
３
棟
（
約
３
億
５

０
０
０
万
円
う
ち
国
の
補
助
金
８
割
）

を
建
設
し
水
耕
栽
培
で
通
年
栽
培
し
、

出
荷
す
る
。
使
わ
れ
る
水
は
全
て
ハ
ウ

ス
の
屋
根
の
降
っ
た
雨
水
を
地
下
タ
ン

ク
に
貯
め
て
使
用
す
る
。肥
料
は
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
を
適
時
与
え
る
。

　

野
菜
は
レ
タ
ス
、
サ
ン
チ
ュ
、
ホ
ウ

レ
ン
草
、
ト
マ
ト
等
葉
物
野
菜
を
中
心

に
栽
培
し
、
年
間
で
２
５
０
ｔ
程
度
の

販
売
量
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
水
耕
栽

培
は
、
農
薬
を
殆
ど
使
用
せ
ず
に
野
菜

を
生
産
で
き
る
た
め
、
非
常
に
安
全
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
一
日
も
早
い
復

興
が
軌
道
に
乗
る
事
を
祈
り
つ
つ
現
地

を
後
に
し
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
～
28
日
の
２
日
間
、
福
島

県
会
津
坂
下
町
の
行
政
視
察
を
行
な
い

ま
し
た
。
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
委

員
会
及
び
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
、
今

後
の
参
考
と
す
る
た
め
に
行
な
っ
た
も

の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

会
津
坂ば

ん
げ下

町
は
人
口
１
６
，
９
８
２

人
、
世
帯
は
８
，
１
１
２
世
帯
、
面
積

91
・
65
㎢
、
議
員
数
は
16
名
で
す
。

　

議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
は
、
婦
人
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
で
申
し
込
ま

れ
る
こ
と
が
多
く
、
多
い
時
は
、
60
人
、

平
均
す
る
と
20
人
位
で
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
導
入
し
、
ラ
イ
ブ

中
継
の
場
所
と
し
て
、
役
場
の
窓
口
と

公
民
館
７
館
に
配
信
し
て
い
る
。
職
員

も
パ
ソ
コ
ン
で
視
聴
可
能
で
あ
る
。
な

お
、
委
員
会
傍
聴
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

　

議
会
町
政
報
告
会
は
、
地
元
議
員
が

中
心
と
な
り
旧
７
地
区
（
81
集
落
）
の

公
民
館
で
開
催
し
、
意
見
交
換
と
町
民

懇
談
会
、
最
初
は
要
望
の
み
で
あ
っ
た

が
、
議
員
の
立
場
で
要
望
や
意
見
等
を

吸
い
上
げ
、
住
民
と
一
つ
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

５
年
前
か
ら
議
会
基
本
条
例
に
つ
い

て
自
由
に
討
議
し
た
結
果
、
先
進
地
の

北
海
道
栗
山
町
へ
視
察
に
行
き
、
平
成

23
年
10
月
１
日
に
議
会
基
本
条
例
を
公

布
・
施
行
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
通
告
書
の
締
切
は
、
一
週

間
前
の
正
午
ま
で
、
質
問
回
数
の
制
限

は
な
く
質
問
答
弁
合
せ
て
50
分
以
内
、

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
開
会
１
週

間
前
に
開
催
、
一
般
質
問
に
同
じ
質
問

は
な
い
か
確
認
し
、重
複
し
た
場
合
は
、

関
連
質
問
変
更
の
指
導
を
す
る
。
委
員

会
付
託
は
、
陳
情
、
請
願
と
予
算
決
算

の
み
と
の
こ
と
で
す
。

　

以
上
で
会
津
坂
下
町
議
会
の
議
会
運

営
委
員
会
行
政
視
察
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

視

察

報

告

社
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任
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会

社
会
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
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告
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議
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運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
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行
政
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告

会津坂
ばんげ

下町役場にて

水耕栽培ハウス


